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■
概
要

●
目
的　

公
民
館
講
座
な
ど
生
涯

学
習
に
関
す
る
事
業
を
推
進
す
る

資
料
と
す
る
た
め

●
実
施
時
期　

平
成　

年　

月

２０

１０

●
調
査
対
象　

無
作
為
に
抽
出
し

た
市
内
在
住
の
２
０
０
０
人

●
回
答
人
数　
　

人
９６７

●
回
収
率　
　

・
４
％

４８

広報あんじょう　2009.2.1 �

生
涯
学
習
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

問１　この１年くらいの間に生涯学習をしたことがありますか
問２　したことのある生涯学習の内容は何ですか
問３　生涯学習をするようになった理由は何ですか
問４　どのような方法で生涯学習をしていますか
問５　生涯学習をしていないのはどうしてですか

※「今後・今後ともしたいと思いますか」との問い
には、８１．３％の人が「したいと思う」、「機会があ
ればしてみたい」と答えています。

問１　回答者数　９６１人

４０．７％したことがある

５６．７％していない

２．６％わからない

４８．６％健康づくり・スポーツ（健康法、医学、美容、栄養、水泳など）

４０．２％趣味的なもの（音楽、美術、生け花、舞踊、書道など）

１５．９％職業上必要な知識・技能（資格取得など）の習得

１４．１％ボランティア活動や活動に必要な知識・技能の習得 

４８．６％健康・体力づくりのため

４７．３％趣味を豊かにするため

３９．６％ 親  睦 を深めたり、友人を得たりするため
しん ぼく

３４．５％自由時間を有効に活用するため

４２．２％自主的なグループ・
サークル活動

３３．８％民間の講座・教室・
習い事など

３２．２％公民館が行う講座や
教室

２０．２％本を購入しての学習

問３　回答者数　３９１人
　　　（複数回答可、上位４項目）

問２　回答者数　３９１人
　　　（複数回答可、上位４項目）

※そのほか「社会の役に立
ちたいため」１１．２％、「ボ
ランティア活動に生かす
ため」７．９％など。

■アンケート結果

問４　回答者数　３９１人
　　　（複数回答可、上位４項目）

問
い
合
わ
せ
▼
文
化
セ
ン
タ
ー

（�
〈　

〉１
５
１
５
）

７６

５０．１％仕事や家事が忙しくて時
間がない

３０．８％きっかけがつかめない

２０．４％講座や教室などが行われ
る時期・時間が合わない

１９．４％費用がかかる

問５　回答者数　５４５人
　　　（複数回答可、上位４項目）

シルバーカレッジシルバーカレッジ
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※
利
用
は
当
日
の
み
。
利
用
時
間

新安城駅�

名鉄本線�

国道�

1
★�新安城駅�

今本町1

新安城駅北�

今池町1

新安城駅南駐輪場�

新安城駅�

★�

ＭＡパーク�

三河安城駅�

東海道本線�

東
海
道
新
幹
線
�

三河安城駅東�

三河安城駅�

内
で
あ
れ
ば
、
左
表
の
ど
の
ポ

ー
ト
で
も
返
却
可
能
。

※
年
末
・
年
始
は
、
全
て
の
ポ
ー

ト
が
休
み
で
す
。

数
の
場
合
は
、
出
演
を
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す　

②
出
演
者

１
人
に
つ
き
２
枚
の
デ
ン
パ
ー
ク

招
待
券
を
差
し
上
げ
ま
す　

③
デ

モ
テ
ー
プ
は
返
却
し
ま
せ
ん　

④
出
演
を
依
頼
す
る
場
合
は
３
月

６
日�
ま
で
に
連
絡
し
ま
す

●
と
き　

３
月　

日�
〜　

日�
・

２０

２２

　

日�
・　

日�
・
４
月
４
日�
・

２８

２９

５
日�
・　

日�
・　

日�
・　

１１

１２

１８

日�
・　

日�
・　

日�
・　

日

１９

２５

２６

�
、
４
月　

日�
〜
５
月
６
日�

２９

※
１
回　

分
の
ス
テ
ー
ジ
を
１
・

３０

２
回
。

●
と
こ
ろ　

デ
ン
パ
ー
ク
フ
ロ
ー

ラ
ル
プ
レ
イ
ス

●
内
容　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
ヒ
ー

リ
ン
グ
音
楽
、
コ
ー
ラ
ス
、
ポ
ッ

プ
ス
な
ど
デ
ン
パ
ー
ク
の
イ
メ
ー

ジ
に
合
う
も
の
。
大
音
量

で
の
激
し
い
演
奏
な
ど
は

不
可

●
申
し
込
み　

代
表
者
の

住
所
・
氏
名
・
電
話（
フ

ァ
ク
ス
）番
号
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
、
簡
単
な
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
、
参
加
希
望
日

（
必
ず
記
入
、
参
加
可
能

日
が
複
数
あ
れ
ば
そ
れ
も

記
入
）を
記
入
し
、
演
奏

内
容
の
わ
か
る
Ｍ
Ｄ
、
Ｃ

Ｄ
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な
ど

を
添
え
て
、
２
月　

日�
２０

ま
で（
必
着
）に
デ
ン
パ
ー

ク（
〒　

ー
０
０
４
６
赤

４４６

松
町
梶
１
）へ

●
そ
の
他　

①
応
募
者
多

問
い
合
わ
せ
▼
デ
ン
パ
ー
ク

（�
〈　

〉７
１
１
１
）

９２

広報あんじょう　2009.2.1�

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の

サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
を
増
設
し
ま
す

デ
ン
パ
ー
ク「
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集
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●
と
き　

２
月
４
日�
か
ら

毎
月
第
１�
午
前　

時
〜
午

１０

後
２
時

●
と
こ
ろ　

中
心
市
街
地
交

流
広
場
内（
旧
更
生
病
院
跡

地
）

●
回
収
品
目　

古
紙（
新
聞
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
、
雑
誌
、
本
、

雑
が
み
、
牛
乳
パ
ッ
ク
）、び

ん
、
缶
、
な
べ
・
や
か
ん
な

ど
金
属
類
、
古
着（
洗
濯
し

て
あ
る
も
の
）、乾
電
池
、
蛍

光
管

●
そ
の
他　

ご
み
に
つ
い
て

の
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

環
境
首
都

推
進
課（�
〈　

〉２
２
０
６
）

７１

エコネットあんじょう

休日利用時間貸し出し
返却場所

サイクル
ポート名

無休

午前９時～
午後５時

ＭＡパーク
管理事務所三河安城駅

午前９時～
午後３時３０分

新安城駅南
駐輪場受付新安城駅

午前９時～
午後７時

安城駅南駐輪
場受付安城駅

午前９時～
午後５時

本庁舎案内安城市役所

公民館事務所桜井公民館

�、�
の翌日公民館事務所中部公民館

�
午前９時３０分～
午後４時３０分

正面ゲート
受付デンパーク

�、�午前１０時～
午後４時

サルビアスタ
ンプ会事務所

クリエーシ
ョンプラザ

�、�
の翌日

午前９時～
午後５時

公園管理
事務所堀内公園

問い合わせ ▼都市計画課（�〈７１〉２２４３）
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●
農
業
青
年
奨
励
部
門

稲
垣 
巨 
樹
   
（
堀
内
町
）

な
お 

き

　

就
農
後
、
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
青

年
部
部
長
や
桜
井
北
部
農
用
地
利

用
改
善
組
合
委
員
を
歴
任
。
現
在

は
、
安
城
農
業
士
会
副
会
長
を
務

め
る
。

●
営
農
部
門

深
津 
富  
男 （
東
端
町
）

と
み 

お

　

育
苗
供
給
や
水
稲
防
除
請
負
を

行
い
、
営
農
の
担
い
手
と
し
て
活

躍
。
昨
年
は
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
営

農
部
会
長
を
務
め
、　

名
以
上
の

１００

青
少
年
健
全
育
成�

推
進
大
会
・�

家
庭
教
育
講
演
会�

●
と
き　

２
月　

日�
午
後

１４

２
時
〜
４
時

●
と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー

●
定
員　
　

人（
当
日
先
着

５００

順
）

●
問
い
合
わ
せ　

青
少
年
健

全
育
成
推
進
大
会�

青
少
年

の
家（�
〈　

〉３
４
３
２
）、

７６

家
庭
教
育
講
演
会�

文
化
セ

ン
タ
ー（�
〈　

〉１
５
１
５
）

７６

■
第
一
部　

青
少
年
健
全
育

成
推
進
大
会

●
内
容　

他
の
模
範
と
な
る

児
童
生
徒
や
、
青
少
年
健
全

育
成
に
尽
力
し
て
い
る
人
の

顕
彰
と
、「
家
庭
の
日
」啓
発

用
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
の
表
彰
式

■
第
二
部　

家
庭
教
育
講
演

会●
講
師　

木
藤 
潮 
香
   

氏（
闘

し
お 
か

病
日
記「
１
リ
ッ
ト
ル
の
涙
」

の
著
者
故
木
藤
亜
也
氏
の
母
）

●
テ
ー
マ　

ひ
と
つ
し
か
な

い
命
〜
１
リ
ッ
ト
ル
の
涙
〜

水
稲
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
認
定
。

本
人
も
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定

（
水
稲
・
大
豆
）を
受
け
、
環
境
に

配
慮
し
た
農
業
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。

●
地
域
づ
く
り
活
動
部
門

安
城
西
鹿
乗
工
区（
安
城
町
）

　

慢
性
的
な
水
不
足
の
解
消
や
、

混
住
農
地
の
移
動
集
積
に
よ
り
農

地
の
集
団
化
推
進
を
図
っ
た
。
ま

た
、
水
稲
の
集
団
直
播
栽
培
に
よ

り
、
担
い
手
農
家
規
模
拡
大
と
生

産
性
の
向
上
に
努
め
た
。

問
い
合
わ
せ
▼
農
務
課

（�
〈　

〉２
２
３
３
）

７１

●
申
し
込
み　

２
月
２
日�
〜　
１６

日�
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
必

着
。�
�
�
を
除
く
）に
申
込
書
・

履
歴
書
・
資
格
証
の
コ
ピ
ー
を
持

参
ま
た
は
郵
送
で
市
教
育
セ
ン
タ

ー（�
〈　

〉１
０
１
０
／
〒　

ー

７５

４４６

０
０
４
５
横
山
町
下
毛
賀
知　

ー
１３

１
）へ

※
申
込
書
は
同
セ
ン
タ
ー
で
配
布
。

◎
総
合
斎
苑
臨
時
職
員

●
募
集
人
数　

２
人

●
受
験
資
格　
　

歳
ま
で�
普
通

５８

自
動
車
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い

る
人

●
採
用
日　

４
月
１
日�

●
勤
務
日
時　

週
３
日
程
度
の
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

●
勤
務
内
容　
 
霊 れい 
柩 

き
ゅ
う 

車 
の
運
転
・

し
ゃ

窓
口
受
付
事
務

●
賃
金　

時
給
１
１
５
０
円
、
通

勤
割
増
賃
金
１
日　

円
２００

●
申
し
込
み　

２
月
２
日�
〜　
２０

日�
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　

分（�
�
�
を
除
く
）に
申
請
書

１５ま
た
は
履
歴
書
を
市
民
課
（�

〈　

〉２
２
２
１
）へ

７１

◎
教
育
セ
ン
タ
ー
相
談
員

（
臨
床
心
理
士
）

●
募
集
人
数　

１
人

●
受
験
資
格
�
　

歳
ま
で
の
臨
床

３５

心
理
士
の
資
格
を
有
し
、
１
年
以

上
の
臨
床
実
務
経
験
の
あ
る
人

●
採
用
期
間　

４
月
１
日�
〜
来

年
３
月　

日�
３１

●
勤
務
日
時　

毎
週�
午
前　

時
１０

〜
午
後
５
時

●
勤
務
内
容　

相
談
者
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
・
プ
レ
イ
セ
ラ
ピ
ー

●
賃
金　

時
給
２
５
０
０
円
〜
３

０
０
０
円（
実
務
経
験
年
数
に
よ

る
）、通
勤
割
増
賃
金
１
日　

円
２００

教
育
セ
ン
タ
ー
・
総
合
斎
苑

臨
時
職
員
募
集

広報あんじょう　2009.2.1 �

市
役
所
代
表�

市
農
業
賞
受
賞
者
決
定交通規制のお知らせ�

第24回 明治用水緑道市民駅伝大会�
2月8日□�日�

午前9時30分～11時30分�

朝夫が行く⑨�
ゆ�

「
つ
く
り
過
ぎ
」は　
　

な
く
せ
る
か
？

　

昨
年
秋
、
山
崎
製
パ
ン
㈱
安

城
工
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。
同

工
場
は
、
地
元
産
米
粉
を
使
っ

た
米
粉
パ
ン
や
安
城
農
林
高
等

学
校
と
共
同
で
開
発
し
た
米
粉

と
イ
チ
ジ
ク
ジ
ャ
ム
を
使
っ
た

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ「
こ
も
っ
ち

り
」な
ど
、
地
域
と
の
連
携
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
く
れ
て

い
ま
す
。
当
日
は
、
伊
藤
慎
一

工
場
長
に
、
い
ろ
い
ろ
と
興
味

深
い
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

商
品
の
消
費
期
限
が
５
日
以

内
と
短
い
た
め
、
同
社
は
全
国

各
地
に
工
場
を
持
ち
、
各
工
場

で
多
種
類
の
商
品
を
生
産
し
て

い
ま
す
。
安
城
工
場
の
販
売
エ

リ
ア
は
、
三
河
地
域
の
ほ
か
に
、

静
岡
県
西
部
、
名
古
屋
市
東
部
、

三
重
県
。　

の
ラ
イ
ン
で　

種

１０

６００

類（
！
）、１
日
に　

万
個（�
）

１００

の
パ
ン
・
洋
菓
子
・
和
菓
子
を

生
産
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

「
パ
ン
工
場
っ
て
、
意
外
と�
地

産
地
消�
な
ん
で
す
よ
」と
伊
藤

さ
ん
。

　

同
工
場
は
、
発
酵
し
す
ぎ
た

パ
ン
生
地
、
パ
イ
プ
に
残
っ
た

ジ
ャ
ム
や
ク
リ
ー
ム
、
規
格
外

品
な
ど
は
、
畜
産
飼
料
な
ど
に

す
べ
て
再
利
用
し
て
、
平
成　
２０

年
に�
廃
棄
物
ゼ
ロ�
を
達
成
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
今
後
の
課

題
は
、
毎
日
約
１
０
０
０
個
ず

つ
出
る「
つ
く
り
過
ぎ
」を
減
ら

す
こ
と
。

　
「
つ
く
り
過
ぎ
」の
原
因
は
、

生
産
の「
見
切
り
発
車
」に
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
慣
行
で
、

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の

小
売
店
か
ら
の
注
文
の
締
め
切

り
は
前
日
午
後
。
小
売
店
は
、

ギ
リ
ギ
リ
ま
で
前
日
の
売
れ
行

き
を
確
か
め
て
か
ら
、
過
不
足

の
な
い
よ
う
に
翌
日
の 
品  
揃 
え

し
な 
ぞ
ろ

を
し
た
い
の
で
す
。
特
に
コ
ン

ビ
ニ
で
は
、
棚
に
欲
し
い
商
品

が
な
い
と
、
お
客
は
ほ
か
の
店

に
行
っ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。

か
と
い
っ
て
売
れ
残
り
は
出
し

た
く
な
い
。

　

し
か
し
、
工
場
で
は
、
前
日

午
後
の
注
文
確
定
を
待
っ
て
か

ら
粉
を
練
っ
て
生
地
を
作
っ
て

い
て
は
、
翌
日
午
前
中
の
納
品

に
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
過
去
の
デ
ー
タ
か
ら
予
測

し
て
、
見
切
り
発
車
で
生
産
を

始
め
て
お
く
の
だ
そ
う
で
す
。

（
そ
れ
で「
つ
く
り
過
ぎ
が
全
体

生
産
量
の　

％
し
か
な
い
」と

０．１

い
う
の
は
ス
ゴ
イ
こ
と
で
す
が

…
）

　

例
え
ば
、
も
し
消
費
者
が
品

切
れ
を
我
慢
し
て
く
れ
れ
ば
、

小
売
店
は
前
々
日
に
注
文
を
出

せ
る
の
で
、
工
場
で
の「
つ
く

り
過
ぎ
」は
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
消
費
者
が
消
費
期
限
の

近
い
も
の
か
ら
順
に
買
っ
て
く

れ
れ
ば
、
小
売
店
で
の
売
れ
残

り
は
減
り
ま
す
。「
つ
く
り
過
ぎ
」

や「
売
れ
残
り
」の
処
理
に
は
費

用
が
か
か
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ

ら
が
な
く
な
れ
ば
、
商
品
の
価

格
は
引
き
下
げ
ら
れ
る
理
屈
に

な
り
ま
す
。
消
費
者
と
小
売
業

者
と
生
産
者
が
話
し
合
い
、
少

し
ず
つ
譲
り
合
っ
て
、
せ
っ
か

く
作
っ
た
食
べ
物
を
ム
ダ
に
し

な
い
よ
う
に
は
で
き
な
い
も
の

で
し
ょ
う
か
？

　

副
市
長（
環
境
政
策
担
当
）

山
田　

朝
夫
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